
高耐久継手
厨房排水管・排水通気配管用
KブラックV

高耐洗浄・耐食性・超耐性GL構造
●適用範囲について（JPF MDJ 004:2017抜粋）
ちゅう房排水用可とう継手「ガラスライニング継手」は業務用ちゅう房排水及び台所流し排水
の重力排水管並びに通気配管に用いる、ちゅう房排水用可とう継手です。
ここで言う、業務用ちゅう房とは、飲食店、病院及び工場等の業務の設備に設置される調理施
設を指し、一般家庭の調理施設を除いています。
但し、集合住宅の「ディスポーザー排水」では、排水管内にちゅうかい（厨芥）が滞留し腐食
環境になりやすいことが予想されるため、台所流し排水配管には、「ディスポーザー排水」を含
んでいます。
この適用範囲に通気も規定していますが、使用環境の調査が十分でなく※1、通気配管はちゅう

房排水配管より硫酸濃度が高いことも考えられるため、使用の際は注意が必要です。

※１　使用環境の調査について
弊社では通気配管内の硫酸発生の原因となる配管内の硫化物イオンの量が業務用ちゅう房排
水配管の10倍以上になることがあることを確認しています。
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で、超耐性となっています。

超耐性GL「KブラックV」

超耐性ガラスライニング

超耐性

超耐性GLはその膨張計数が鋳鉄製継手本体とほぼ同一のため高温

超耐性GLの表層は超硬度（Hv≧500:ねずみ鋳鉄の約2.5倍）であり、

え紺色
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【継手の使用温度範囲】

●WSP 032 排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管（SGP-NTA）

●JIS G 3442 水配管用亜鉛めっき鋼管（SGPW）

令和元年機械設備工事監理指針記載継手

耐食性
塩酸・硫酸・有機酸に対してきわめて強い耐酸性を持っています。又、化学工業・醸造工業でホーローとして、永年多用されている
ように腐食に強いことは実証されています。
更に非吸着性が抜群で、且不活性であるため、排水内容物と化学反応を起こすことは有りません。

耐摩耗性
表面硬度は500HVが保証され、表面がハゲたり、ぼろぼろこぼれ落ちたりすることは有りません。

耐洗浄機摩耗性
2回／年の洗浄…50年以上
4回／年の洗浄…25年以上　の耐久性
※従来品エポキシ樹脂塗装品は1回の洗浄で100μm程のキズを負う事もあります。
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高耐久継手　厨房排水管・排水通気配管用
〔ＫブラックV〕本体価格表（フランジセット除く）

網掛けは受注生産品です。　　※寸法はⅠML継手と同じです。

※フランジセットの価格は、p.53, 56をご参照ください。

※納期についてはその都度お問合せください。　※返品はご容赦ください。

品名

サイズ

 90° 
エルボ

 90° 
大曲 
エルボ

 90° 
台座付 
汚水用 
エルボ

 45° 
エルボ

 90° 
Y

  90° 
大曲りY

 45° 
Y

ソケット ユニオン
掃除口付 
ソケット

満水試験
用掃除口
付伸縮 
ソケット

CO栓

90°L 90°LL 90°LLSZ 45°L ST TY Y S U COS COST COF

40 3,800 3,800 － 3,700 5,600 7,200 6,400 3,600 5,600 － － 3,000

50 4,900 6,000 － 4,400 8,400 10,000 8,600 4,400 5,900 7,500 － 3,000

50×40 4,900 5,500 － － 7,300 8,700 7,700 4,200 － － － －

65 7,500 7,900 － 6,800 12,400 14,900 11,900 6,000 7,700 10,900 － 4,400

65×40 － － － － 9,600 11,200 － 5,700 － － － －

65×50 － 8,400 － － 10,500 12,600 11,500 6,000 － － － －

80 10,800 12,700 22,000 9,500 15,700 19,400 16,800 8,600 11,300 15,400 － 5,600

80×40 － － － － 11,800 13,600 10,800 7,300 － － － －

80×50 － 10,300 － － 12,800 13,700 13,100 6,800 － － － －

80×65 － 11,300 － － 14,800 17,500 14,900 7,500 － － － －

100 15,400 17,900 22,000 13,200 22,700 36,300 26,900 10,800 15,900 20,000 61,400 7,700

100×50 － － － － 16,100 17,900 15,700 9,500 － － － －

100×65 － 16,400 － － 18,100 22,600 19,400 9,500 － － － －

100×80 10,300 16,800 － － 18,500 23,400 22,000 10,800 － － － －

125 26,400 30,800 36,900 20,700 33,600 51,300 43,700 18,100 22,700 34,600 89,400 13,000

125×65 － － － － 32,600 39,200 35,800 － － － － －

125×80 － － － － 35,400 34,500 30,400 16,800 － － － －

125×100 － 29,500 － － 32,700 39,900 36,100 18,500 － － － －

150 36,700 39,900 49,300 29,400 55,800 82,400 69,400 24,100 27,800 47,100 108,600 16,800

150×80 － － － － 42,100 62,000 55,100 － － － － －

150×100 － － － － 41,500 56,800 49,700 19,400 － － － －

150×125 － 48,100 － － 59,900 73,500 59,400 23,400 － － － －

200 92,200 149,300 166,200 82,600 － 206,700 181,700 72,500 95,300 100,800 225,800 56,400

200×100 － － － － 171,500 205,300 181,000 71,700 － － － －

200×125 － － － － － 205,400 181,100 72,300 － － － －

200×150 － － － － － 205,800 181,100 72,300 － － － －

250 148,400 － － 135,000 － － － 79,200 － － － －

250×200 － － － － － － － 79,300 － － － －
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日本金属継手協会 JPF MDJ 004「ちゅう房排水用可とう継手」
規格に準じた試験を実施しております。
下記に性能試験について、ご報告いたします。

ちゅう房排水用可とう継手性能試験

継手の漏れ試験は、図1に示すように、継手本体の
両端を適切な方法で封じ、0.35MPaの水圧又は
0.15MPaの空気圧を加え、5秒間以上保持し、漏れ
その他の異常を目視等によって調べる。

判定：漏れ、その他の異常があっては
　　　ならない。
結果：異常は認められない。

判定：漏れ、その他の異常があっては
　　　ならない。
結果：異常は認められない。

判定：漏れ、その他の異常があっては
　　　ならない。
結果：異常は認められない。

判定：漏れ、その他の異常が
　　　あってはならない。
結果：異常は認められない。

判定：漏れ、その他の異常が
　　　あってはならない。
結果：異常は認められない。

判定：鋳鉄素地の露出は無かった。
結果：異常は認められない。

判定：鋳鉄素地のさびの発生は無かった。
　　　鋳鉄素地に達する亀裂は無かった。
結果：異常は認められない。

継手の耐水圧試験は、図2に示すように、継手に鋼管
を差込み、各ボルト・ナットを製造者が推奨する締め
付けトルクにより締め付けて接続後、管内に水圧
0.35MPaを加え、10分間保持する。

継手の耐水圧試験は、図3に示すように、継手に鋼管
を差込み、各ボルト・ナットを製造者が推奨する締め
付けトルクにより締め付けて接続後、管内に水圧
0.1MPaを加え、10分間保持する。

継手の曲げ試験は、図4に示すように、継手に鋼管を
差込み、各ボルト・ナットを製造者が推奨する締め付
けトルクにより締め付けて接続後、管内に水圧
0.1MPaを保持し、変位量30ｍｍを加える。

漏れ試験

耐水圧試験（両端固定）

耐水圧試験（両端フリー）

曲げ試験

継手の繰返し曲げ試験は、図5に示すように、継手に
鋼管を差込み、各ボルト・ナットを製造者が推奨する
締め付けトルクにより締め付けて接続後、管内に
0.1MPaの水圧を加え、変位量30ｍｍの往復動を1回
として毎分60回の割合で5分間作動させる。

繰返し曲げ試験5

継手の耐摩耗試験には、90°大曲りエルボ（呼び4）に管を接続して用いる。接続
する管の種類は、VP管を用いた。図6に示す試験装置に接続する配管清掃用の
内径6.3mmのポリエチレン被覆ホースの末端に質量20kgのおもりを接続し、
モータ等を使用してホースを往復動させ、継手内面の加圧部を摩耗させる。ホー
ス内部の初期水圧は10MPa、ホースの総往復動距離は300m、ホースの往復動
時間は5時間±10分とする。その後、継手を分解して、付着している摩耗生成物
を除去し、加圧部を目視で観察する。
なお、継手を試験装置に固定すれば、管を継手に接続しなくてもよい。また、継手
内面に水を流しながら試験を行ってもよい。

のーョシンシ）株（、は類種のスーホ覆被ンレチエリポ）注 PMホースを用いた。

①試験溶液
試験溶液は、JIS K 8951（硫酸（試薬））に
規定する硫酸特級品（密度 約1.84）と蒸
留水又は脱イオン水とによって約5％（質量
分率％）の硫酸溶液を調合し、試験溶液と
する。試験溶液の温度は23℃±2℃とする。
②試験方法
継手の腐食試験は、6 試の）験試耗摩耐（）
験後の継手を用いて、図7に示すように、継
手本体の両端に、JIS K 6741（硬質ポリ塩
化ビニル管）に規定する管を差込み、各ボ
ルト･ナットを製造業者が推奨する締付けト
ルクにより締付けて接続後、試験溶液2.5L
以上を継手内面に浸せきする。168時間後
に試験溶液を除去し、継手を分解して、付
着している腐食生成物を流水中で柔らか
いブラシなどを用いて除去し、乾燥後、接
液部を目視で観察する。

耐摩耗試験6 腐食試験7
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